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りーべるアラカルト
問やわらぎ会館（31-5555） 問やわらぎ会館（31-5555）

　町自慢のスタインウェイピアノと、他の音楽とのコラ
ボコンサート。今回は歌とピアノの演奏をお届けします。
「Musica d’amore」とは、愛の音楽という意味。

▶日時：12月8日㈰ 14:00 ～（開場 13:30）

▶日時：12月7日㈯ 14:00 ～ 15:00 頃

▶場所：地域交流センター イベント広場
　　　　（りーべる王寺東館 5階）
▶費用：無料　▶申込み：不要　
▶イス席を 50席用意しています。

おとなもこどもも♪Musica d’amore♪

こころにピアノ♪

　りーべるアラカルトは、毎回出演者が変わる発表会で
す。今回は「Dance Group Pinkish」、「大和園王寺デ
イサービス」、「元気☆ひまわりクラブ三郷『キッズダン
ス』」の皆さんによる、イスに座ってできる体操やダン
スパフォーマンスが披露されます。

▶場所：やわらぎ会館４階 イベントホール
▶内容：第１部　作曲家の愛と音楽
　　　　第２部　歌で届ける愛の世界
▶出演：三輪千賀さん（ソプラノ）、本村陽子さん（ピアノ）
▶曲目：献呈、オペラ<蝶々夫人>より「ある晴れた 
日に」、アメージング・グレイス ほか
▶費用：無料　▶申込：不要

03 マラソン大会開催に伴い
交通整理を実施します

問王寺小学校（72-2795）

　王寺小学校マラソン大会開催に伴い、下記図の区間で
交通整理を行います。ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

04 ２歳前後の子どもたちに読んでほしい
セカンドブックをプレゼント

問図書館（73-3398）

　図書館では２歳前後の子どもたちに読んでほしい絵本
を３冊選んでいます。その中から１冊をプレゼント。ま
だ受け取っていない人は図書館に取りにきてください。

▶日時：11月28日㈭ 9:00 ～ 11:00
【予備日：11月 29㈮同時刻】

王寺中学校
王寺工業高校

王寺小学校

安
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▶受取方法：１歳６か月健診の案内（保健センターから
郵送）に同封されている、セカンドブック「引換券」を
図書館窓口へ持参し、本と引き換え。
※「引換券」を紛失した人は、図書館に問合せてください。

SHINOII
広報おうじ 王伸
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06 ごみ出しが困難な人へ
王寺町やわらぎ安心（戸別）収集

問住民課（内線 106）

問住民課清掃事務所（73-2518）

　毎年、スプレー缶等の不適切な捨て方が原因でパッ
カー車やごみ処理場で、火災事故が発生しています。
ガスが残ったままのスプレー缶は、収集車内でガスが
もれ出し、火花等に引火する事で火災事故を引き起こ
し、重大な被害を及ぼす危険性があります。ルールを
守って安全に廃棄してください。

■ スプレー缶の安全な捨て方
以下のように完全にガスを抜き、決まった収集日に適
切に廃棄してください。
手順➊　スプレー缶を振って中身の有無を確認。「シャ
カシャカ」「チャプチャプ」など音がする場合はガス
が残っているので、すべて排出してください。
手順➋　ガスを完全に出しきるために穴をあける。火
災事故の発生を防ぎます。
手順➌　スプレー缶のみを袋に入れ、「スプレー缶」
と明記して「空きカン類」の収集日に出してください。

■捨てる時の注意点
▶屋内でスプレー缶のガス抜きを多量に行ったことが
原因の火災事故が起こっています。
▶密閉された部屋に、ガスが充満していれば、引火に
より火災を引き起こします。
▶ガスを排出する時は、火の気のない屋外で安全を確
認して行ってください。

←消火作業は、ごみを
すべて出し、安全な場
所で行います。そのた
め、事故発生時は収集
作業に遅れが生じます。

　高齢や障害等の理由により、自分で所定の集積場所
までのごみ出しが困難な人を対象に、家庭ごみを戸別
に収集し、あわせて安否確認を行っています。利用の
要件に該当する人は、申請書に必要書類を添付し、申
請してください。

←原因となったスプレー缶。
不燃ごみの回収日に、多く
が不適切な状態で捨てられ
ています。

←原因となったスプレー缶。
不燃ごみの回収日に、多く
が不適切な状態で捨てられ
ています。

■利用できる人
親族や近隣の人にごみ出しの協力が得られない世帯で下記
の要件に該当する人（ただし、マンション等集合住宅居住
者を除く）
➊ひとり暮らしの世帯
・満 75 歳以上の人
・要介護 3 ～ 5 の認定を受けている人
・身体障害者手帳 1 級または 2 級の交付を受けている人
・精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている人
・療育手帳Ａの交付を受けている人
・疾病、けが等特別な事情があると町長が認める人■ごみの収集方法

▶王寺町で収集を行っている（粗大ごみを除く）すべ
ての品目を自宅玄関先で収集します。
▶原則、週に２回、13：00 から収集します。
▶粗大ごみは別途申込みが必要です。

➋世帯全員が上記➊の要件いずれかに該当する世帯

要件に該当しても、現在、少し頑張って自身でごみ出しをして
いる人は、健康保持のためにも続けてください。

■安否確認の方法
ごみが出されていないときは声かけを行い、応答がな
ければ不在連絡票を投函し、申請時に登録された緊急
連絡先へ連絡します。

申請書に必要事項を記入し、該当要件（要介護度、障害の
等級等）が確認できる以下の書類を添付し、役場１階住民
課へ提出。記載内容の調査・現地調査を経て、実施の可否
を決定します。なお、実施の決定は自治会長、民生児童委
員に連絡します。
▶添付書類：介護保険被保険者証の写し／障害者手帳・療
育手帳等の写し／その他証明に必要な書類
▶申請書配布場所：住民課、地域交流センター、やわらぎ
会館、いずみスクエア、文化福祉センターまたは町公式サ
イトでダウンロード

■申請方法

■注意事項
▶建物内に入って収集することはできません。
▶ごみの分別ルールは守ってください。
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問保健センター（33-5000 ／ 8:30 ～ 17:15・日祝を除く）

　風しんは軽いかぜのような症状で始まり、発疹、発熱、
後頭部リンパ節の腫れが主な症状です。昨年に大流行
し、今年も流行がおさまらず、県内では今年に入り 15
人も罹患しています。妊娠中の女性がかかると、生ま
れてくる赤ちゃんが、視力や聴力、心臓に障害がある「先
天性風しん症候群」になる可能性があります。
　風しんの流行を防ぎ、妊婦と赤ちゃんの健康を守る
ための予防策として効果的な予防接種の助成対象とな
る接種期間は令和 4 年 3 月末まで。早めに接種し助成
の申請をしてください。

■ 助成の詳細
▶対象者：接種日に町在住の、平成 2 年 4 月 1 日以
前生まれの人で、以下に該当する人。
➊妊娠を予定、または希望している女性
➋妊娠している女性の配偶者
➌妊娠している女性の同居の家族
※➋➌は妊娠している女性と住所が同じ人が対象。
※ワクチン接種を２回受けた人、過去に王寺町から風
しんワクチンの接種費用助成を受けた人、風しんにか
かったことが明らかな人、予防接種法に基づく定期接
種機会がある人を除く。

▶助成の対象となる接種期間：
平成 31 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日まで
▶接種ワクチン／助成金額：
風しんワクチン／上限 4,000 円、麻しん風しん混合ワ
クチン（MR）／ 6,000 円　
※生活保護世帯、住民税非課税世帯の人は全額助成
▶助成回数：１回

■ 申請方法等
➊医療機関で接種後、一旦全額を支払う
➋必要書類等を持って保健センター窓口へ
※生活保護世帯、住民税非課税世帯の人は、申請の際
に申し出てください。
※接種後はできるだけ早く（接種日の翌月末まで）申
請に来てください。

▶申請期間：平成 31 年度の接種分の申請は、令和 2
年 4 月 30 日まで（期限を過ぎると助成できません）。
▶申請に必要なもの
➊王寺町風しんワクチン接種費用助成金交付申請書兼
請求書（保健センター窓口で配布／町公式サイトから
ダウンロード）
➋医療機関で発行した領収書（被接種者の氏名、接種
日、ワクチン名が記載されたもの）
➌印鑑
➍通帳（振込先口座のわかるもの）
➎妊娠している女性の配偶者・同居の家族は、妊婦の
母子健康手帳 ( 子の保護者欄に記入済みのもの )

■ 注意事項
・現在妊娠中の人は接種できません。
・接種後２か月は妊娠を避けてください。
・接種の際には、医師と健康状態について十分相談の
うえ接種してください。
・今回のワクチン接種は任意接種であり、健康被害が
生じた場合は独立行政法人 医薬品医療機器総合機構法
に基づく救済となります。

　平成 31 年 4 月 1 日より、風しんの予防接種の機会
がなかった対象者を中心に、抗体検査と予防接種を実
施しています。対象年代の男性は、これまでに風しん
の予防接種の機会がなかった年代であり、自分が風し
んにかかり、家族や周囲の人たちに広げてしまう恐れ
があります。
　この年代の男性が風しんの抗体検査を受け、必要な
予防接種を受けると、免疫を持っている人が増え、風
しんの流行がなくなると言われています。
　町では、案内通知（クーポン券）を発送した人の風
しんの抗体検査の受診率は 14.6％にとどまっている現

▶対象者：昭和 37 年 4 月 2 日生～昭和 54 年 4 月 1 日生
まれの男性
※今年度は昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月 1 日生ま
れの男性に、5 月末に案内通知（クーポン券）を自宅へ郵
送しています。また、届いていない該当者にもクーポン券
を発行します。保健センターまで連絡してください。　
▶費用：無料

状です。自身と、これから生まれてくる世代の子ども
を守るため、ぜひクーポン券を使って風しん抗体検査
と予防接種を受けてください。

成人男性に風しんの抗体検査と定期予防接種を実施

風しんワクチンの接種費用を一部助成します
その他の対象者にも

自身と、これから生まれてくる世代の子どもを守る

OSHINOSHIN3

スプレー缶はルールを守って廃棄してください
ガスの残りは火災事故につながります
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■デング熱とは
▶原因：デングウイルス
▶感染経路：人から人への感染はなく、ネッタイシマカやヒト
スジシマカにより、蚊→人→蚊で感染する
▶潜伏期間：通常 3 ～ 7 日（最大 2 ～ 14 日）
▶症状：
➊感染しても発症するのは 20 ～ 50％程度で、約半数は無症状
➋ 38 ～ 40℃の発熱で発症し、頭痛、関節痛、筋肉痛、発疹
が現れる
➌通常は軽症で、1 週間程度で回復するが、まれに重症化し出
血傾向やショック症状になることがある。デング熱の患者が死
亡する割合は 1％未満
▶流行地域：熱帯や亜熱帯の全域で流行しており、東南アジア、
南アジア、中南米で患者の報告が多い。最も日本に近い流行地
は台湾
▶治療法：特異的な治療法はなく、対症療法のみ
▶国内の流行例：平成 26 年 8 月、東京都代々木公園などで
蚊に刺された人からデング熱患者が発生し、最終的に都内で
108 人の患者が報告された

■蚊に刺されないようにする
▶屋外で活動する場合は、素足でのサンダル履
きを避け、長袖や長ズボンを着用し、皮膚をで
きるだけ露出しないようにしてください。
▶虫除けスプレーなどの使用も有効です。子ど
もに使用する場合は、特に使用上の注意を守っ
てください。
▶網戸等で室内への侵入を防いてください。

■蚊に発生させない
▶やぶは蚊の住みかとなるため、雑草の管理
を定期的に行ってください。
▶蚊は水際や水面に卵を産み付け、幼虫（ボ
ウフラ）やサナギのうちは水中で育ちます。
住まいの周辺でたまり水を作らないことや、
排水溝などに蚊が侵入できないよう網をかぶ
せる等の対策をして、蚊が発生しないように
気をつけてください。

問奈良県疾病対策課（0742-22-1101 ／内線 3135）

▶奈良県のデング熱患者の発生数：

▶相談窓口：

OSHINOSHIN5

デング熱の感染に注意してください

　先日、東京都でデング熱の国内感染症例に
ついての報道発表がされました。患者 2 名は、
東京都内の学生で、9 月 18 日から 20 日まで
に、奈良市内や京都市を修学旅行で訪れていま
した。奈良市内もデング熱に感染した可能性が
ある場所のひとつです。念のため、下記の点に
注意してください。
　また、奈良県では今年 1 月～ 10 月 6 日ま
でにデング熱が４件発生しています。すべて海
外渡航歴がある人でした。

平成 28年 平成 29 年 平成 30 年 令和元年
10 月 6日現在

奈良県 5 4 2 4 ※

全国 342 245 201 371

せる等の対策をして、蚊が発生しないように
気をつけてください。

電話番号 住所

奈良県中和保健所 0744-48-3037 橿原市常盤町 605-5　　

水がたまりやすい場所
植木鉢の皿／古タイヤに溜まった水たまり
／屋外に放置された空き缶やペットボトル
／雨ざらしのじょうろ／排水溝

※奈良県の発生はすべて海外渡航歴あり
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き
・
と
こ
ろ　
11
月
24
日
㈰
・
25
日

㈪
10
時
～
17
時
／
や
わ
ら
ぎ
会
館
３
階

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み　
不
要

問▢ 

 芳
山
流
事
務
局　

吉
村
︵
TEL

　

72

73
・
７

４
４
８
︶

▼
と
き
・
と
こ
ろ　
12
月
１
日
㈰
12
時
30

分
～
15
時
30
分
／
か
し
は
ら
万
葉

ホ
ー
ル
１
階
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

︵
橿
原
市
小
房
町
11
︲
５
︶

▼
内
容　
人
権
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

左
記
の
催
し
を
行
い
ま
す
︒

▪
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
奈

良
県
大
会
表
彰
式

▪
一
日
人
権
擁
護
委
員
の
川
本
三
栄
子︵
町

観
光
・
広
報
大
使
︶
さ
ん
の
講
演

︻
主
催
︼
奈
良
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
︵
奈
良
地
方
法
務
局
・

奈
良
県
・
奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
︶

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み　
不
要

問▢ 

 奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
︵
TEL

０
７
４
２
・
23
・
５
４
５
７
︶

▼
対
象　
65
歳
以
上
の
町
在
住
の
人

▼
内
容

︻
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
体
操
教
室
︼

　

椅
子
に
座
り
な
が
ら
︑
音
楽
な
ど
に
合

わ
せ
て
楽
し
く
体
操
す
る
教
室
で
す
︒

▼
と
き　
①
12
月
11
日
㈬
・
②
25
日
㈬
14

時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
﹁
て

ん
と
う
虫
﹂
内
︑
地
域
交
流
ス
ペ
ー

ス
︵
畠
田
８
丁
目
１
５
０
７
︶

※
駐
車
場
は
用
意
で
き
ま
せ
ん
︒
各
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︵
奈
良
交

通
﹁
畠
田
南
﹂
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
約

３
分
︶︒

▼
持
ち
物　
運
動
し
や
す
い
服
︑
上
履
き

用
の
運
動
靴
︑
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
︑
タ
オ
ル

▼
費
用　
無
料

▼
定
員　
①
②
各
日
30
名
︵
先
着
順
︶

▼
申
込
み　
11
月
19
日
㈫
よ
り
︑
土
・
日
・

祝
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に

左
記
へ
申
込
み(

電
話
申
込
可)

問▢ 

 福
祉
介
護
課

　
︵
℻��  

　

73
・
２
０
０
１　

内
線
１
４
５
︶

  ▼
対
象　
65
歳
以
上
の
町
在
住
の
人

▼
内
容　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
︑
踏
み
台
や
ボ
ー
ル
な
ど
を

使
っ
て
運
動
す
る
介
護
予
防
の
た
め
の

教
室
で
す
︒体
力
に
自
信
の
な
い
人
は
︑

椅
子
を
使
っ
た
運
動
の
ク
ラ
ス
︑
元
気

に
動
け
る
人
は
︑
椅
子
を
使
わ
な
い
運

動
の
ク
ラ
ス
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
︒

　

自
身
の
身
体
に
合
わ
せ
て
︑
ど
ち

ら
か
に
申
込
み
く
だ
さ
い
︵
両
方
の

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
︶︒

︻
講
師
︼　

川
端
二
三
子
氏

▼
と
き　

①
︻
椅
子
を
使
っ
た
運
動
の
ク
ラ
ス
︼

12
月
２
日
㈪
・
16
日
㈪
10
時
～
11
時

②
︻
椅
子
を
使
わ
な
い
運
動
の
ク
ラ
ス
︼

12
月
９
日
㈪
・
23
日
㈪
10
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ　
や
わ
ら
ぎ
会
館
４
階
多
目
的

ホ
ー
ル
︵
王
寺
２
丁
目
１
番
18
号
︶

▼
持
ち
物　
運
動
し
や
す
い
服
︑運
動
靴
︑

水
分
補
給
用
の
飲
み
物
︑
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル

▼
費
用　
無
料

▼
定
員　
①
②
各
日
40
名
︵
先
着
順
︶

▼
申
込
み　
11
月
19
日
㈫
よ
り
︑
土
・
日
・

祝
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に

左
記
へ
申
込
み
︵
電
話
申
込
可
︶

問▢ 

 福
祉
介
護
課

　
︵
℻��  

　

73
・
２
０
０
１　

内
線
１
４
５
︶

   ▼
対
象　
県
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

(

王
寺
町
以
外
の
人
も
ぜ
ひ
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
参
加
し
て
く
だ
さ
い
︶

▼
と
き･

と
こ
ろ　
12
月
16
日
㈪
10
時
～

11
時
30
分
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

Ａ
Ｖ

ル
ー
ム(

り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階)

▼
内
容　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
声
で

歌
っ
た
り
︑
お
話
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
︒﹁
歌
﹂
と
﹁
発
声
体
操
﹂

と
﹁
エ
ア
ピ
ア
ノ
※
﹂
の
３
つ
を
組

み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
若
返

り
の
効
果
が
あ
り
ま
す
︒

　

懐
か
し
い
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
︑

一
緒
に
若
返
り
ま
せ
ん
か
︒

※
歌
い
な
が
ら
指
を
一
本
一
本
動
か
す
こ

と
︒

︻
講
師
︼
友
清
佳
子
氏
︵
Ｔ
ａ
ｐ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
®

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
音
楽
協
会 

認
定
講
師
︶

▼
費
用　
無
料

▼
定
員　
30
名(

先
着
順)

▼
持
ち
物　
筆
記
用
具

▼
申
込
み　
日･

祝
を
除
く
９
時
～
17
時

15
分
に
左
記
へ
申
込
み(

電
話
申
込
可)

問▢ 

 保
健
セ
ン
タ
ー(

℻��   

33･

５
０
０
０)

 

 
　
　
特
に
冬
季
に
多
く
発
生
す
る
︑
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
︒
主
症

状
は
︑
嘔お

う
と吐

や
下
痢
︑
発
熱
で
︑
ほ
と
ん

ど
の
場
合
症
状
は
数
日
で
軽
快
し
ま
す
︒

こ
の
病
気
は
︑
感
染
者
の
便
や
嘔お

う
と
ぶ
つ

吐
物
に

触
れ
た
手
や
︑
汚
染
し
た
食
べ
物
を
介
し

て
人
か
ら
人
に
感
染
し
ま
す
︒
嘔お

う
と吐

や
下

痢
の
症
状
が
あ
れ
ば
︑
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
︒

［  

予
防
法  

］

▪
手
を
し
っ
か
り
洗
う

　

外
か
ら
帰
っ
た
と
き
︑
ト
イ
レ
を
利
用

し
た
後
︑
調
理
前
︑
食
事
の
前
に
は

必
ず
石
け
ん
を
使
っ
て
し
っ
か
り
手

洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

▪
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
す
る

食
品
の
中
心
温
度
85
度
以
上
で
１
分

間
以
上
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
︒

▪
二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
嘔お
う
と
ぶ
つ

吐
物
や
便

は
、
素
手
で
さ
わ
ら
な
い

使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
と
手
袋
を
し
て
︑

使
い
捨
て
の
布
や
ペ
ー
パ
ー
で
包
み
込

む
よ
う
に
拭
き
取
り
ま
す
︒
拭
き
取
っ

た
も
の
は
︑ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
︑し
っ

か
り
口
を
閉
じ
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
︒

拭
き
取
っ
た
後
は
︑
台
所
用
漂
白
剤
を

１
０
０
倍
程
度
に
薄
め
て
︑
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
等
に
し
み
こ
ま
せ
て
︑
広
め
の

範
囲
を
消
毒
し
︑
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

水
拭
き
し
て
く
だ
さ
い
︒

問▢ 

 保
健
セ
ン
タ
ー(

℻��   

33･

５
０
０
０)

　
　

毎
年
12
月
10
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を｢

人

権
週
間｣

と
定
め
︑
啓
発
活
動
を
全

国
展
開
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
︑
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
︒
人
権
擁
護
委
員
が
人
権

相
談
を
受
け
︑
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
︒

▼
と
き
・
と
こ
ろ　
12
月
６
日
㈮
13
時
～

16
時
／
い
ず
み
ス
ク
エ
ア
２
階
会
議

室
Ｃ
・
Ｄ

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み　
不
要

問▢ 

 住
民
課(

内
線
１
０
８)

▼
対
象　
町
在
住
で
︑
子
育
て
等
の
不
安

が
強
い･

マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
や
産

後
う
つ
の
疑
い
が
あ
る
な
ど
の
妊
婦

･

産
婦･

子
育
て
中
の
人(

妊
娠
期
か

ら
概
ね
３
歳
６
か
月
児
健
診
終
了
ま

で
の
子
育
て
期
の
親)

▼
と
き･

と
こ
ろ　

12
月
20
日
㈮
13
時

30
分
～
15
時
30
分
／
保
健
セ
ン
タ
ー

︵
り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階
︶

▼
内
容　

｢

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か

分
か
ら
な
い｣｢

不
安
で
子
育
て
に
悩

む｣

な
ど
と
い
う
人
に
︑
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
︒
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

※
す
で
に
心
療
内
科
等
で
治
療
中
の
人

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
︒

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み　
要
申
込
み
︑
日･

祝
を
除
く

９
時
～
17
時
15
分
に
左
記
へ
申
込
み

(

電
話
申
込
可)

問▢ 

 保
健
セ
ン
タ
ー(

℻��   

33･

５
０
０
０)

催
し
・
講
座

や
わ
ら
ぎ
子
ど
も
落
語
ま
つ
り

講
演
会
﹁
終
活
と
は
～
人
生
１
０
０

年
時
代
を
よ
り
よ
く
生
き
る
知
恵
～
﹂

芳
山
流
い
け
ば
な
展
70 

th 

・
王
寺
町

伝
統
文
化
子
ど
も
い
け
ば
な
展

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と
人
権
の

つ
ど
い
in
か
し
は
ら

健
康

﹁
い
つ
で
も
ス
マ
イ
ル
in
て
ん
と
う
虫
﹂　

　
　
　

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

﹁
や
わ
ら
ぎ
踏
み
サ
サ
イ
ズ
﹂

　
　
　
　
　
　
　

教
室
参
加
者
募
集

奈
良
県
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
王
寺
︶
健
康

講
座
﹁
エ
ア
ピ
ア
ノ
指
の
動
き
で
脳
ト
レ
﹂

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
に
ご
注
意

相
談

人
権
週
間
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

心
の
相
談

　
　
　

～
子
育
て
中
の
あ
な
た
へ
～
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▼
内
容　
精
神
障
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族

の
支
援
を
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

﹁
萌
﹂
で
は
︑
障
害
者
週
間
に
ち
な
み
︑

広
く
県
民
を
対
象
に
し
た
電
話
相
談
事

業
を
実
施
し
ま
す
︒

　
﹁
眠
れ
な
い
日
や
気
分
が
落
ち
込
む
日

が
続
く
﹂︑﹁
や
る
気
が
出
な
い
﹂︑﹁
不
安

で
仕
方
な
い
﹂︑﹁
精
神
科
へ
の
受
診
や
薬

へ
の
不
安
﹂
な
ど
︑
精
神
保
健
福
祉
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
︒
困
っ

て
い
る
こ
と
や
つ
ら
い
気
持
ち
に
耳
を
傾

け
︑
支
援
機
関
や
制
度
の
情
報
提
供
を

し
ま
す
︒
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
︒

▼
実
施
日　
12
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮
９
時

～
21
時

▼
相
談
電
話
番
号　
TEL
０
７
４
３
・
85
・

５
６
３
９

▼
費
用　
無
料
︵
通
話
料
は
自
己
負
担
︶

問▢ 

 地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と

　
︵
℻��  

　

０
７
４
３
・
54
・
３
９
７
７
︶

▼
と
き　
12
月
４
日
㈬
11
時
頃

▼
内
容　
地
震
や
武
力
攻
撃
の
際
に
国
か

ら
緊
急
情
報
を
︑
住
民
の
皆
さ
ん
へ
伝

え
る
た
め
の
情
報
伝
達
試
験
が
全
国
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
︒
町
内
32
个
所
に

設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
か
ら
︑

次
の
と
お
り
放
送
さ
れ
ま
す
︒

︻
放
送
予
定
内
容
︼
チ
ャ
イ
ム
音
＋
﹁
こ

れ
は
︑Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
︒﹂

×
３
回
＋
﹁
こ
ち
ら
は
︑
ぼ
う
さ
い

王
寺
町
で
す
︒﹂
＋
チ
ャ
イ
ム
音

問▢
危
機
管
理
室
︵
内
線
２
４
５)

　
　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
12
月
１
日

㈰
か
ら
︑
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
︒
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
︑
街

頭
募
金
を
行
い
ま
す
︒
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▼
と
き
・
と
こ
ろ　
12
月
２
日
㈪
８
時
～

９
時
30
分
／
王
寺
駅
前

問▢ 

 社
会
福
祉
協
議
会
︵
℻��  

　

33
・
０
２
９
４
︶

▼
対
象　

①
令
和
元
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人
︵
住
民
税
課
税
者
と
生
計

同
一
の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
お
よ
び

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は

除
き
ま
す
︶

※
対
象
見
込
み
の
人
に
は
８
月
１
日
付
で

申
請
書
を
送
付
済
で
す
︒
申
請
書
が

届
か
な
い
人
で
︑
該
当
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
人
は
下
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
︒

※
申
請
は
︑
11
月
29
日
㈮
︵
消
印
有
効
︶

ま
で
で
す
︒

②
子
育
て
世
帯

　

平
成
28
年
４
月
２
日
～
令
和
元
年
９
月

30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
が
い
る
世

帯
の
世
帯
主　

※
対
象
の
人
に
は
︑
購
入
引
換
券
を
送
付

済
で
す
︒

※
申
請
は
不
要
で
す
︒

▼
商
品
券
の
購
入　
南
都
銀
行
︵
王
寺
支

店
・
王
寺
南
支
店
・
上
牧
支
店
・
箸

尾
支
店
・
馬
見
支
店
・
西
大
和
支

店
︶
の
窓
口
で
︑
現
金
と
購
入
引
換

券
︑
購
入
者
本
人
確
認
書
類
を
持
参

し
て
商
品
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
︒
対
象
者
ひ
と
り
に
つ
き
︑
最
大

２
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を
２
万
円

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す︵
５
千

円
単
位
︶︒

※
購
入
期
限
：
令
和
２
年
２
月
28
日
㈮
ま
で

▼
商
品
券
の
使
用　
令
和
２
年
２
月
29
日

㈯
ま
で
︑
北
葛
城
郡
内
の
登
録
店
舗

で
使
用
で
き
ま
す
︒
使
用
可
能
店
舗

一
覧
表
は
︑
商
品
券
購
入
時
に
お
渡

し
し
ま
す
︒
町
公
式
サ
イ
ト
で
も
確

認
可
︒
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
の

払
い
戻
し
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑

ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

問▢ 

 福
祉
介
護
課
︵
内
線
１
３
７
︶

　
　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
に
よ
り
︑

東
日
本
に
お
い
て
広
域
に
記
録
的
な

大
雨
と
な
り
︑
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
出
ま
し
た
︒
こ
の
災
害
で
被
災
さ

れ
た
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
︑
当

分
の
間
︑
義
援
金
箱
を
設
置
し
︑
義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

　
　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
︑
日

本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
地
に
届

け
ま
す
︒
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

▼
義
援
金
設
置
場
所

　
　

王
寺
町
役
場
各
課
窓
口
︑
や
わ
ら
ぎ

会
館
︑図
書
館
︑地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
︑

保
健
セ
ン
タ
ー
︑
い
ず
み
ス
ク
エ
ア
︑

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
︑
各
小
中
学
校
︑

各
幼
稚
園

※
預
か
り
証
が
必
要
な
人
は
︑
王
寺
町
役

場
福
祉
介
護
課
︑
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
︑
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
︑
い
ず

み
ス
ク
エ
ア
の
窓
口
で
募
金
後
︑
申

請
し
て
く
だ
さ
い
︒

▼
義
援
金
受
付
口
座

︻
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
︼　

　

名
称
：
﹁
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害

義
援
金
﹂

　
受
付
期
間
：
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

[

銀
行
振
込]

　

口
座
：
南
都
銀
行　

南
支
店
︵
普
通
︶

１
２
４
７
５
４

　

名
義
：
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

支
部
長
荒
井
正
吾

[

郵
便
振
替]

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０︲

８︲　

５
１
５
０
０
５

　

加
入
者
名
：
日
赤
令
和
元
年
台
風
第
19

号
災
害
義
援
金

問▢ 

 日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
総
務
課

　
︵
℻��  

　

０
７
４
２
・
61
・
５
６
６
６
︶

︻
中
央
共
同
募
金
会
︼　

　

受
付
期
間
：
12
月
30
日
㈪
ま
で

１
．
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
番
号
：
０
０
１
３
０︲

０︲　

４
２
１
０
２
０

　

口
座
名
義
：
中
央
共
同
募
金
会
令
和
元

年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金

２
．
三
井
住
友
銀
行　

東
京
公
務
部
支
店

︵
普
通
︶

　

口
座
番
号
：
０
１
６
２
５
２
９ 

　

口
座
名
義
：
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同

募
金
会　

災
害
義
援
金
口

３
．
り
そ
な
銀
行　

東
京
公
務
部
支
店

　
︵
普
通
︶

　

口
座
番
号
：
０
１
２
６
７
８
１

　

口
座
名
義
：
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同

募
金
会

問▢ 

 社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会

　
︵
℻��   

03
・
３
５
８
１
・
３
８
４
６
︶

　
  

 福
祉
介
護
課
︵
内
線
１
３
７
︶

不妊に悩む人へ、支援事業の案内

　
広
報
お
う
じ
「
王
伸
」
11
月
１
日
発

行
号
の
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
左
記

の
記
事
に
つ
い
て
、
開
催
時
間
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
誤
り
の
開
催
時
間
：
11
時
〜
11
時
30
分

▼
正
し
い
開
催
時
間
：
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
9
時
45
分
〜
）

問▢ 

 政
策
推
進
課
（
内
線
２
１
６
）

問保健センター（33-5000）

工作やダンスをして、みんなでクリスマスを楽しみま
せんか。「ぷかぷかまかろん」の皆さんによるピアニ
カの演奏や、サンタさん・雪丸との記念撮影も。

子どもも大人も楽しめる
すくすく広場のクリスマス会

▶日時：12 月 11 日㈬ 11:00 ～ 11:30
10:00

受付（9:45 ～）

特定不妊治療（体外受精および顕微授精）を受け
た夫婦に治療費の一部を助成します。

▶助成金額：上限 15 万円または７万５千円
※治療内容によって上限は変動
※初回治療の場合、上限額 30 万円
※男性不妊治療を併せて行なった場合、更に 15 万
円まで助成
※平成 31 年 4 月より、男性不妊治療に対しても
初回治療の場合、助成上限額が 30 万円となりま
した。
※年齢制限（妻が 43 歳以上で始めた治療は対象外）
や所得制限があります。
▶対象者や申込等、詳細は
　県健康推進課ホームページへ→

専門の相談員（助産師）が、不妊症・不育症に悩
む人の相談に応じます。
毎週金曜日 13:00 ～ 16:00（祝日、年末年始除く）   
▶奈良県不妊専門相談センター専用ダイヤル：
0744-22-0311
※女性医師による面接相談を希望する人は、電話
で予約してください。

﹁
萌
﹂
こ
こ
ろ
の
相
談
室

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
通
じ
た
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
﹁
街
頭
募
金
﹂

お
知
ら
せ

　
　
　ほ

っ
か
つ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
　
　令

和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
に

対
す
る
支
援
を
受
け
付
け
ま
す

　
　
　訂

正
と
お
詫
び

■特定不妊治療費の助成 ■不妊専門相談センターの相談

問奈良県健康推進課（0742-27-8661）



広報おうじ「王伸」お知らせ号は、『デザイン・レイアウト・紙面編集・撮影・画像加工』などの印刷製本以外の工程を、全て広報職員が行うことにより、低コストでお届けしています。

■
発

行
年

月
日

／
令

和
元

年
11

月
15

日
（

金
）

■
発

行
・

編
集

／
王

寺
町

役
場

政
策

推
進

課
■

王
寺

町
役

場
　

〒
636-8511　

奈
良

県
北

葛
城

郡
王

寺
町

王
寺

2
丁

目
1-23

■
TEL 0745-73-2001　

■
FAX 0745-32-6447

広
報

お
う

じ
王

伸
お

知
ら

せ
号

 2019.11.15

相談種類
内容

予約・連絡先
日程 時間 相談場所

心配ごと相談

日常生活のさまざまな悩み相談　▶第１・３週は人権相談、第２週は行政相談を併設
▶開設時間内のみ直通の電話相談可（31-1561） 住民課

（内線 106）
11/25 ㈪・12/2 ㈪・9 ㈪ 13:00 ～ 16:00 役場１階 消費生活相談室

教育相談

子育ての相談（発達上の問題、言葉の遅れ、不登校、学校や園生活等）　▶開設時間内のみ直通の電
話相談可 王寺アリーナ（31-4152）▶相談員不在の場合あり。事前に右記へ要問合せ 住民課

（内線 106）
11/28 ㈭・12/5 ㈭

9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:30

王寺アリーナ１階 相談室

消費生活相談
商品やサービスの契約に関するトラブル相談　▶開設時間内は随時相談可

住民課
（内線 106）11/19 ㈫・21 ㈭・28 ㈭・

12/3 ㈫・5 ㈭
10:00 ～ 15:00 役場１階 消費生活相談室

法律相談
（要予約）

奈良弁護士会の弁護士による無料の法律相談　▶１組 30 分／先着６組
▶ 11/20 ㈬から電話で受付（土日祝除く 8:30 ～ 17:15） 住民課

（内線 106）
12/4 ㈬ 13:00 ～ 16:00 役場１階 消費生活相談室

子育て女性
就職相談窓口
（要予約）

子育てしながら「働きたい」お母さんの就職を応援する相談窓口。キャリアコンサルタント
が仕事の探し方や、計画的な就職活動など、さまざまな課題に個別にアドバイス
▶子ども連れの相談可／キッズコーナー無し　▶ 11/20 ㈬の 17:00 まで電話で申込み

奈良県
子育て女性

就職相談窓口
（0742-24-

1150）12/19 ㈭ 9:30 ～ 12:30 地域交流センター 小会議室３
（りーべる王寺東館 5 階）

各種無料相談

イベント
内容

日程 時間 場所 対象者

きらきら
おはなし会

ボランティアグループ ｢青い実の会｣ によるおはなし会
▶ストーリーテリング『チックとタック』　▶絵本『トーストン』　▶人形『おおかみと７ひきのこやぎ』

11/24 ㈰ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ５歳以上向け

絵本の部屋

０歳児のママ・パパやこれから育児に入るプレママ・プレパパに向けた絵本の魅力を体感するイベント。
手づくりおもちゃ・オススメの絵本・ママ本の紹介も。
▶絵本『ぱかっ』『があちゃん』『おばけのばあ』▶わらべうた

11/26 ㈫ 10:30 ～ 11:30 図書館おはなし室 プレママ・プレパパ・０歳児のママ・パパ向け

にこにこ
おはなし会

ボランティアグループ ｢青い実の会｣ によるおはなし会　▶ストーリーテリング『しおちゃんとこしょうちゃん』
▶絵本『しろいはうさぎ』　▶紙芝居『きょうりゅうがでたりきえたり』

12/1 ㈰ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ３歳以上向け

ぴよぴよ
おはなし会

ボランティアグループ ｢青い実の会｣ によるおはなし会　
▶絵本『いろいろおんせん』『おふろにいれて』　▶エプロンシアター『おやつはなあに』　▶手遊び

12/3 ㈫ 10:30 ～ 10:50 図書館おはなし室 １・２歳以上向け

雪丸ロボット
紙芝居

ぬいぐるみの雪丸ロボットが紙芝居の読み聞かせをします。おはなしの内容はお楽しみに！

12/7 ㈯ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ３歳以上向け

ヨムヨム
えほん

ボランティアグループ ｢おはなし読み聞かせ隊｣ によるおはなし会　
▶絵本『おおきいサンタとちいさいサンタ』『マッチうりのしょうじょ』▶紙芝居『ドロロンクリスマス』

12/8 ㈰ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ４歳以上向け

図書館イベント ▶費用無料　▶申込不要　問図書館（73-3398）

図書館からのお知らせ ホームページから図書館の本が検索しやすくなり、本の内容詳細
も確認できるようになりました。ぜひ活用してください。
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